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(4)既燃ガスによる希釈の場合、既燃ガス中にすでに高濃度の NO が含まれていると、プロンプト NO 生成機構の
逆反応によって NO の分解が起こることを示している。
(5)高温予熱空気燃焼において、仮に局所的に高酸素濃度下で多量の NO が生成されたとしても、これが炉内再循
環により新たな予熱空気と混合し、その後さらに燃焼に供される場合には、そこで NO の分解反応が起こるこ
とが期待できることを示している。
(6)高温空気燃焼において NOx の排出量を抑制するためには、既燃ガスによる空気の希釈が必要であるが、このよ
うな低酸素濃度下では反応速度が低下し、常温中の拡散火炎に用いられる火炎面モデルの前提となる薄い反応帯
厚みという仮定が適切でなくなることを示している o
(7)本研究で用いた簡略化反応機構は、予熱空気温度と燃料噴流速度の変化に関して適切な反応速度を与えることが
でき、高温予熱空気を用いる燃焼装置のシミュレーションへの適用が可能であることを示している。
(8)熱利用率が高く、排気温度がすでに十分低い燃焼装置に対しても、切替蓄熱式高温予熱空気燃焼の応用が可能で
あり、大きな低 NOx 効果が期待できることを示している。
以上のように本論文は、高温予熱空気燃焼の低 NOx 機構を明らかにし、高温予熱空気燃焼の主な特徴を調べてい
る。また、高温予熱空気燃焼シミュレーションに適用可能な簡略化反応機構を提案することにより、極めて有用な知
見を得ており、燃焼工学に寄与するところが大き L 、。よって、本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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